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私のこの一冊 

私　の　こ　の　一　冊 

P r o f i l e

藤井 紀代子 
（ふじい・きよこ） 
（財）横浜市女性協会理事長 

1962年旧労働省入省、婦人局婦人労働課長、総理府婦人問題担当室長などを経て、
1992年～97年まで女性初のILO東京支局長に就任。その後、98年から横浜市助役をつ
とめ、2002年から現職。 

　
今
か
ら
五
〇
数
年
前
に
な
ろ
う
か
。

私
が
、
小
学
校
の
高
学
年
の
と
き
、
受

け
持
ち
の
Ｋ
先
生
は
、
授
業
の
始
ま
る

前
の
二
〇
分
く
ら
い
、
毎
日
い
ろ
い
ろ

な
名
作
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の

中
の
一
冊
が
「
路
傍
の
石
」
で
あ
る
。
 

 
こ
の
本
の
主
人
公
、
愛
川
吾
一
少
年

は
、
没
落
士
族
の
家
に
生
ま
れ
、
優
等

生
で
、
向
学
心
に
燃
え
て
い
た
が
、
家

が
貧
し
い
た
め
、
本
人
が
強
く
望
む
中

学
進
学
は
、
困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
ん
な
或
る
日
、
友
達
と
の
意
地
の
張

り
合
い
の
中
で
、
汽
車
が
走
っ
て
く
る

鉄
橋
の
枕
木
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
、
汽
車

が
通
過
す
る
の
を
や
り
す
ご
す
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
、
行
き
が
か
り
上
、

友
達
の
前
で
や
っ
て
み
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
た
。
実
際
に
吾
一
は
、

枕
木
に
ぶ
ら
さ
が
っ
た
が
、
危
機
一
髪
、

列
車
は
停
車
、
事
な
き
を
得
る
。
 

　
そ
の
と
き
、
受
け
持
ち
の
次
野
先
生

が
次
の
よ
う
に
吾
一
を
諭
す
。
「
吾
一

と
い
う
の
は
ね
、
わ
れ
は
ひ
と
り
な
り
、

わ
れ
は
こ
の
世
に
ひ
と
り
し
か
い
な
い

と
い
う
意
味
だ
。」「
た
っ
た
一
度
し
か

な
い
一
生
を
本
当
に
生
か
さ
な
か
っ
た

ら
、
人
間
生
ま
れ
て
き
た
か
い
が
な
い

じ
ゃ
な
い
か
。」
 

　
吾
一
は
、
こ
の
先
生
の
言
葉
を
胸
に

刻
ん
で
、
厳
し
い
世
の
中
を
生
き
抜
い

て
い
く
。
 

　
結
局
、
中
学
進
学
を
あ
き
ら
め
て
呉

服
屋
の
奉
公
に
出
た
が
、
そ
こ
の
子
供

は
、
小
学
校
の
と
き
の
吾
一
の
同
級
生

で
、
勉
強
は
び
り
で
い
く
じ
な
し
、
そ

の
妹
は
、
吾
一
が
淡
い
思
い
を
持
っ
て

い
た
遊
び
仲
間
で
あ
っ
た
。
奉
公
先
で

は
、
大
事
な
「
吾
一
」
と
い
う
名
の
代

わ
り
に
兄
妹
か
ら
も
五
助
と
呼
ば
れ
、

吾
一
が
い
け
な
か
っ
た
中
学
に
通
う
同

級
生
を
奉
公
人
と
し
て
世
話
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
吾
一
。
勝
気
な
吾
一
少
年

は
、
ど
ん
な
に
苦
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
 

 
私
が
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
だ
い
た

頃
は
、
戦
後
ま
も
な
く
の
こ
と
で
、
社

会
全
体
が
貧
し
か
っ
た
。
家
の
事
情
で
、

小
さ
い
と
き
か
ら
奉
公
に
出
さ
れ
る
子

供
も
か
な
り
い
た
。
今
は
、
貧
し
く
て
、

勉
学
を
続
け
ら
れ
な
い
子
供
は
い
な
い
。

し
か
し
、
集
団
自
殺
、
理
由
も
な
く
人

を
殺
め
る
若
者
な
ど
、
豊
か
さ
の
中
に

お
け
る
心
の
荒
廃
に
は
痛
ま
し
い
も
の

が
あ
る
。
 

 
そ
こ
で
、
特
に
若
者
に
こ
の
本
を
読

ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
自
分
を
大
事

に
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
他

人
も
同
じ
よ
う
に
大
切
と
思
う
で
あ
ろ

う
。
何
と
い
っ
て
も
一
回
切
り
の
人
生

な
の
だ
か
ら
。
ま
た
、
世
の
中
は
、
自

分
の
思
う
通
り
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
、
人
生
と
は
、
路
傍
の
石
の
よ

う
に
、
蹴
飛
ば
さ
れ
て
も
、
蹴
飛
ば
さ

れ
て
も
、
屈
せ
ず
自
分
自
身
で
切
り
開

い
て
い
く
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

『路傍の石』 
山本有三著  
新潮文庫　（1980年発行） 



4月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書97,000冊、洋書25,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉など
があり、これらで、蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、
和雑誌（490種）、洋雑誌（220種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発
行の統計類などの逐次刊行物、日本経団連など経

営者団体の刊行物や民間研究団体刊行物、社史があり、労働組合に関しては、
労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを継続的に収
集しています。洋書については、特にILO（国際労働機関）総会の議事録や
OECD（経済協力開発機構）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴
史的に貴重な原資料を収集、保管しています。 

ご案内 

労働図書館（資料センター） 
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図書館だより 

①堀勝洋著『年金の誤解』東洋経済新報社（xvii+204頁,B6判） 
いまや年金は、老後の生活に不可欠な経済的支えとなっている。そのため、年金制度の将来は、小手先の議
論ではなく、正統的なものが要求される。著者は、著名な年金専門家の論と実にまともに切り結び、国民の
年金に関する共通認識の形成に多大な貢献をしている。一刀両断にされた諸氏の生産的な反論が期待される。 

④三浦れいこ・澤木明著『定年前』朝日新聞社（259頁,A5判） 
定年後を生きがいをもって過ごすためには、言われてみれば至極当然なのだが、無事定年に達するこ
とが条件である。「天命」を知った後も災難は足元を狙っているからである。本書には、多様な危機
を乗り切る手立てが懇切・丁寧に示されている。老後悩まないためには周到な準備が必要なのである。 

②堀江孝司著『現代政治と女性政策』勁草書房（viii+437頁,A5判） 
主に80年代に制定・施行された、女性をめぐる派遣や均等法等の政策をとりあげ、一般紙を含む
膨大な資料を渉猟、柔軟化、平等、再生産の３つのキーワードを駆使して分析している。労働集
約的作業を苦にしない、若々しい潔さがある論文集である。分析のより一層の進展が期待される。 

⑤上野千鶴子著『老いる準備』学陽書房（278頁,B6判） 
介護保険の導入によって、介護される者にとっても、また介護者にとっても老後問題は大きく変わった。しか
し、介護によって最低限の生存が保障されたとしても、人生最終局面での風景は、玄冬模様でしかないのであ
ろうか。峠を越し、下り坂にあると自認する著者には老後がどのように見えているか、赤裸々に語られている。 

③中村圭介他編『衰退か再生か：労働組合活性化への道』勁草書房（viii+244頁,A5判） 
かつて、労働問題＝労使関係問題、春闘がトップ・ニュースを飾った、時代があった。しかし、現在労働組
合の影は薄い。これは、組合組織率の傾向的低下の故ばかりではないであろう。既成観念にとらわれない、
労組の目的からの見直しが必要である。労使関係専門研究者による本書の分析を見直しの契機とすべきである。 

⑥涌井美和子他著『社員を大事にする会社のメンタルヘルス』大成出版社（171頁,A5判） 
ストレスの増加に伴い、労働者の健康状況は悪化の一途を辿っているように見える。勿論、主に個人に問題が
ある場合もあるが、人事労務担当者、産業保健スタッフ等、企業側の対策は重要性を増している。どのような
対策が必要とされているか、心の健康に関する基礎知識とともに、経営者、管理職、社員毎に示されている。 

⑦東條由紀彦著『近代・労働・市民社会』ミネルヴァ書房（ix+454頁,A5判） 
⑧岩田正美・西澤晃彦編著『貧困と社会的排除』ミネルヴァ書房（vii+323頁,A5判） 
⑨井上克樹著『労働条件変更の判断基準』新日本法規出版（xvi+403頁，A5判） 
⑩京都府保険医協会他編『京都の介護現場から提言する』かもがわ出版（151頁,A5判） 
⑪立石宏昭著『社会福祉調査のすすめ』ミネルヴァ書房（viii+176頁,A5判） 

⑫山口史朗編著『経営行動の管理研究』同文舘出版（xvi+328頁,A5判） 
⑬中田照子編著『国際比較　働く父母の生活時間』御茶の水書房（ix+278頁,A5判） 
⑭晴山俊雄著『日本賃金管理史』文眞堂（ix+340頁,A5判） 
⑮大津定美著『北東アジアにおける国際労働移動と地域経済開発』ミネルヴァ書房（xviii+419頁,A5判） 
⑯中小企業研究センター編『働きやすい、辞められない！』同友館（viii+311頁,A5判） 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

図書館だより 

　
日
本
他
多
く
の
国
で
は
、
個
人
、

法
人
の
思
想
、
感
情
を
創
作
的
に
表

現
し
た
も
の（
著
作
物
）は
、
そ
の
誕

生
の
瞬
間
か
ら
、
著
作
権
法
に
よ
り

保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
勿
論
、
図
書 

・
雑
誌
所
収
の
著
作
物
（
論
文
、
記

事
等
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。
し

か
し
、
日
本
の
著
作
権
法
は
、
著
作

者
の
権
利
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、

文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
お
り
、
教
養
、
調
査
研
究
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
の
た
め
の
機
関

で
あ
る
図
書
館（
図
書
館
法
二
条
）は
、

法
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
多
く
の

権
利
で
構
成
さ
れ
る
著
作
権
の
中
で

も
そ
の
根
幹
を
な
す
「
複
製
権
」
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
営
利

を
目
的
に
し
な
け
れ
ば
、
来
館
者
に

対
す
る
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
等
が
可
能

な
の
で
す
。
当
館
で
も
、
貸
出
を
行

っ
て
い
な
い
資
料
等
に
つ
い
て
コ
ピ

ー
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

（
長
年
、
一
枚
二
〇
円
）。
し
か
し
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
来
館
者
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
に
つ

い
て
の
自
由
記
入
欄
で
、
コ
ピ
ー
料

金
の
値
下
げ
を
求
め
る
要
望
を
重
ね

て
い
た
だ
い
て
い
た
た
め
、
他
の
図

書
館
の
状
況
も
確
認
し
、
労
働
に
関

す
る
調
査
研
究
発
展
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
こ
の
四
月
一
日

か
ら
、
一
枚
一
〇
円
に
改
訂
し
ま
し

た
。
よ
り
一
層
の
ご
利
用
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
皆
様
の
ご
意

見
・
ご
要
望
を
日
常
的
に
お
伺
い
す

る
た
め
閲
覧
室
に
ご
意
見
箱
「
み
ん

な
の
声
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
ご
利

用
に
な
ら
れ
た
忌
憚
の
な
い
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

   

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

イ
ン
ド
の
図
書
館
学
者
ラ
ン
ガ
ナ

タ
ン
の
「
図
書
館
学
の
五
法
則
」（
一

九
三
一
年
発
表
）
は
、
「
図
書
館
の

真
髄
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、

現
在
で
も
そ
の
輝
き
は
失
せ
て
は
い

な
い
。
「
第
一
法
則
＝
本
は
利
用
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
「
第
二
法

則
＝
本
は
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
あ

る
」
「
第
三
法
則
＝
ど
の
本
に
も
読

者
が
い
る
」
「
第
四
法
則
＝
読
者
の

時
間
を
節
約
せ
よ
」
「
第
五
法
則
＝

図
書
館
は
成
長
す
る
有
機
体
で
あ
る
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
①
図
書
館
は

文
書
館
で
は
な
い
の
で
、
図
書
は
利

用
さ
れ
て
こ
そ
そ
の
目
的
が
達
成
さ

れ
る
し
、
②
中
世
で
は
な
い
の
で
、

本
は
貴
族
の
奢
侈
品
で
は
な
く
す
べ

て
の
人
の
た
め
に
あ
り
、
③
ど
の
本

も
利
用
さ
れ
る
た
め
に
出
版
さ
れ
る

の
で
わ
か
り
や
す
い
配
架
を
心
が
け

ね
ば
な
ら
ず
、
④
来
館
者
が
限
ら
れ

た
時
間
を
有
効
に
使
う
た
め
に
、
来

館
者
等
の
調
べ
も
の
、
探
し
も
の
に

積
極
的
に
協
力
し
、
⑤
情
報
通
信
技

術
の
発
展
等
も
有
効
に
利
用
し
て
、

よ
り
使
い
や
す
い
図
書
館
に
成
長
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
五

法
則
を
当
館
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
「
言
う
は
易
し

行
う
は
難
し
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
図
書
館
の
真
髄
」
に
近
づ
く
べ
く
、

努
力
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。 

今
月
の
耳
よ
り
情
報 


